
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめは，どの学校にも，どの学級にも，どの生徒にも起こり得ます。いじめは，いじめを受けた生徒がその心身

の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず，その生命または身体に重大な危険を生じさせる恐れ

があるという認識に立ち，本校の生徒が，楽しく豊かな学校生活を送ることのできる，いじめのない，いじめを決し

て許さない学校をつくるために，「富良野市立富良野西中学校『いじめＺＥＲＯ基本方針』を策定しています。その概

要を掲載いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓『誠健勤和』

熱き戦いを見せた体育大会 大成功！ 

                           校 長  大 場 八 仁 

 

 真夏を思わせる天候の中開催された富良野西中学校第６９回体育大会。 

 今年の体育大会テーマは，生徒会長 成瀬 哲さんが開会式で述べた通り，『新しい時代「令和」の開幕にふさわ

しい西中学校の体育大会にしたい』との思いが込められている「新時代開幕 ～熱き戦いここにあり～」でした。

まさにその思い通り，今年の体育大会は，新時代開幕にふさわしい情熱あふれる熱き西中生の姿を示す大会となり

ました。個人種目の１００ｍ走や連合種目の長縄・綱引き・タイフーンの他，学級対抗リレーなど，どれも一人一

人の生徒の真剣な表情が強い太陽の下で輝いていました。そして，競技もさることながら，競技を応援する生徒の

真剣で熱気あふれる姿は，学級や連合の絆の強さを示すとともに，声援だけではなく応援歌や手拍子などと相まっ

て，西中生全員の心が一つになる瞬間を表していました。 

 このような様子から，今年の体育大会は，人に感動を与え自らも充実感や達成感が味わえる，本当に素晴らしい

ものでした。このような体育大会を創り得た西中生徒の力を称えたいと思っています。また，保護者・地域の皆様

にも，グラウンドがいっぱいになるまで多数お越しいただきました。皆様の応援が生徒に伝わり，生徒も存分に力

が発揮できたと考えております。どうもありがとうございました。 

 

笑顔は学校生活のバロメーター 

 今年度の西中学校ＺＥＲＯ運動のサブタイトルは 

「一日一善 笑顔あふれる学校に」です。また４月 

から生活常任委員会が行っている挨拶運動で掲げて 

いる言葉は，「大きな声で，笑顔で，元気よく挨拶 

しよう」です。ともに『笑顔』の言葉が使われており， 

現在，校内での生徒は，毎日笑顔で生活しています。 

 この『笑顔』は，落ち着いた学校生活を表す目安と考えています。 

ですので，現在の西中での生徒同士や生徒と教師の『笑顔』は，互いに 

信頼関係で結ばれた落ち着いた学校生活の証と言えると思います。そしてまた， 

この『笑顔』は，今の信頼ばかりではなく次の信頼と愛を 

生む力も秘めています。このことから学校では，笑顔による愛と信頼を 

大切に，人と人との関係をつなぐ教育活動を進めていきたいと考えています。どうか，この「笑顔」にご理解をい

ただき，家庭や地域に，笑顔の輪を広げていただきたいと思います。そして，その笑顔から学校・家庭・地域の三

者で，互いを認め高め合える，一層強い愛と信頼の関係を築くことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

富良野市立富良野西中学校『いじめZERO基本方針』 

◎「いじめ」を未然に防止します。～そのために 
日常的に学級や集団の中で「いじめ」の問題について触れるなど，すべての子どもに対して継続的な働きかけを行います。 
＜校長・教頭は＞ 
○全校集会などで，校長が日常的に「いじめ」の問題について触れ，「いじめは人間として絶対に許されない」との雰囲気を学校全体に醸

成します。 

○学校の教育活動全体を通じた道徳教育や人権教育の充実，読書活動，体験的活動などの推進等に計画的に取り組みます。 

○生徒が自己有用感を得られる場面や困難な状況を乗り越えられるような体験の機会を積極的に設けるよう教職員に働きかけます。 

○「いじめ」の問題に生徒自らが主体的に参加する取組を推進します。（例，生徒会による「いじめＺＥＲＯ運動」や相談箱の設置など） 

＜生徒指導担当教員は＞ 
○いじめの問題について校内研修や職員会議で積極的に取り上げ，教職員間の共通理解を図ります。 

○日頃から関係機関等を定期的に訪問し，情報交換や連携に取り組みます。 

＜養護教諭は＞ 
○学校保健委員会等，学校の教育活動の様々な場面で命の大切さを取り上げます。 

＜学級担任は＞ 
○日常的に「いじめ」の問題について触れ，「いじめは人間として絶対に許されない」との雰囲気を学級全体に醸成します。 

○はやし立てたり，見て見ぬふりをしたりする行為も「いじめ」を肯定していることを理解させ，「いじめ」の傍観者から「いじめ」を抑

止する仲介者への転換を促します。 

○一人一人を大切にした分かりやすい授業づくりを進めます。 

○教職員の不適切な言動が生徒を傷つけたり，他の生徒による「いじめ」を助長したりしないように，指導の在り方には細心の注意を払い

ます。 

◎「いじめ」を早期に発見します。～そのために 
  定期的な調査や，ささいな兆候（ふざけに見えるような“気になる行為”等にもアンテナを高く保つようにします。 
＜校長・教頭は＞ 
○生徒及びその保護者，教職員が「いじめ」に関する相談を行うことができる体制を整備します。 

○学校における教育相談が，生徒の悩みを積極的に受け止められる体制となり，適切に機能しているか，定期的に点検します。 

＜生徒指導担当教員は＞ 
○定期的なアンケート調査や教育相談の実施等に計画的に取り組みます。 

○保健室やスクールカウンセラー等による教育相談の利用，電話相談窓口について生徒や保護者に周知します。 

○休み時間や昼休みの校内巡視や，放課後の校区内巡回等において，子どもが生活する場の異常の有無を確認します。 

＜養護教諭は＞ 
○保健室を利用する生徒との雑談の中などで，その様子に目に配るとともに，いつもと何か違うと感じたときは，その機会を捉え悩みを

聞くようにします。 

＜学級担任は＞ 
○日頃からの生徒の見守りや信頼関係の構築に努め，生徒が示す小さな変化や危険信号を見逃さないようアンテナを高く保ちます。 

○休み時間・放課後の生徒との雑談や日記等を活用し，交友関係や悩みを把握します。 

○個人面談や家庭訪問の機会を活用し，教育相談を行います。 

 ※「いじめ」かな？と疑われる情報があれば，学校におかれた「いじめＺＥＲＯ対策委員会」へ伝えて組織的に対応していきます。 

◎校内体制について  「いじめＺＥＲＯ対策委員会」 
 （１）構 成 
    校長 教頭 生徒指導部長 教務主任 特別支援コーディネーター 学年主任 養護教諭 

 外部専門家（スクールカウンセラー等） ＜教育委員会 学校教育課 子ども未来課 （富良野警察署）＞ 

 （２）業務内容 

    本校における「いじめ」の未然防止，早期発見，早期解決等，「いじめ」問題の防止や対応に向けた取組 

    ・ 学校基本方針に基づく取組の実施や具体的な年間計画の作成・実施・検証・改善などの中核としての役割 

    ・ 「いじめ」の相談・通報の窓口としての役割 

    ・ 「いじめ」の疑いに関わる情報や生徒の問題行動に関わる情報の収集と記録，保管を行う役割 

    ・ 「いじめ」に関係する生徒への事実関係の聴取，指導や支援の体制・対応方針の決定と保護者・関係機関との連携といった対

応を組織的に実施するための中核としての役割 

富良野西中学校

《学校だより》

令和元年5月30日

5月号



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の西中 
ZERO運動月別目標 

「思いやりを持とう」 

月別 保健目標 

「自分のからだを知ろう！」 

－楽しかった修学旅行－ ～3泊4日の旅を満喫しました～ 
 4月24日(水)～27日(土)，今年度の修学旅行が実施され，3年生が3泊4日の旅を終え，富良野に無事戻っ

てきました。中学校生活最大のイベントとも言われる修学旅行。今年も富良野西中の良さが，たくさん発揮できた

のではないかと思います。見学場所での礼儀正しい挨拶やバスガイドさんの説明にも真剣に耳を傾けるなど，3年

生の姿を通して，富良野西中学校がどんな学校なのかを感じてくれたはずです。そして，それはきっと高評価であ

ったと思います。3年生のみなさん，大変お疲れ様でした。 

少年の主張大会 ～4名の代表生徒が発表～ 
 22日(水)「富良野市少年の主張大会」に，本校を代表して4名の生徒が出場いたしました。それぞれが，体育大

会の練習もある中，しっかり練習して本番に臨みました。大会では，日頃感じていることや実践していること，体験

を通して学んだことなどを，見事に主張していました。結果は次の通りです。 

 

【奨励賞】 山田海咲希さん （3年3組） 「『できない』ことを減らすために」 

【奨励賞】 菊地 優汰さん （3年2組） 「本当の問題」 

【奨励賞】 杉本 駿水さん （2年2組） 「私にとっての部活動」 

【奨励賞】 三田 希美さん （2年1組） 「思いやりの心を持つために」 

 

第69回体育大会  ～新時代開幕～ 熱き戦いここにあり 
 25 日(土)に，第69 回体育大会を実施いたしました。晴天の中，白熱した体育大会となりました。500 人

を超える保護者・地域の皆様方の応援にも支えられ，予定通りの実施となりました。 

 約２週間の準備期間を，3年生がしっかりリーダーシップを発揮して取り組んだ，係活動や縦割り連合活動。

学級毎に試行錯誤しながらよりよいものを創りあげようと取り組んだアピール練習。生徒たちの主体的な活動

がとても素晴らしく思えました。 

 体育大会の目的は，「学級や学年，連合の集団活動を通して，望ましい人間関係を形成し，互いに協力し応援

し合う姿勢を養う。」「勝敗に対する公正な態度を身に付け，時間やルールなどのきまりを守る習慣を身につけ

させる。」「学級や学年，連合，係活動などで，生徒の自主的な集団活動を実践する態度を育て，集団への帰属意

識を育む。」ことです。今年の体育大会も「～新時代開幕～ 熱き戦いここにあり」のスローガンのもと，生徒

たちの成長を感じられる行事となりました。 

最後になりますが，早朝からバザーのお手伝いをいただいた保護者の皆様，最後まで温かい声援を送ってい

ただいた保護者・地域の皆様，本当にありがとうございました。 

交通量がとても多くなりました。 
交通事故にはくれぐれも気を付けましょう！ 

5月11日 

 春季富良野沿線中学生ソフトテニス大会 

第2位 女子団体 

 第1位 山田・木原ペア 

 第3位 竹内・塚本ペア 

5月12日 

 春季卓球大会 

男子 第3位 中谷・田中組 

女子 第1位 中村・鷹嘴組 

第2位 上窪・小原組 

女子個人 

第1位 中村小百合さん 

第2位 上窪 日菜さん 

第3位 鷹嘴 佑衣さん 

第3位 小原亜弥音さん 

5月12日 

 第44回富良野沿線中学校 

    軟式野球大会 優 勝 

    優秀選手賞 開発 信一さん 

    打撃賞   開発 敬一さん 

5月11日 

 第５７回でんすけカップ 

 北・北海道中学校卓球当麻大会 

       女子団体 準優勝 

【総合結果】      【連合結果】 

 1年 優 勝 1組  準優勝 ２組  3 位 3組  優 勝 1組連合 

 2年 優 勝 1組  準優勝 ２組     準優勝 ３組連合 

 3年 優 勝 ３組  準優勝 1組  3 位 2組  3 位 2組連合 

部活の大会結果 

3 (月) 全校集会 12 (水) 常任委員会
教育相談 15 (土) 富良野市音楽大行進

4 (火) 教育相談 20 (木) 中体連壮行会
5 (水) 職員会議・学年会議 21 (金) 中体連大会
6 (木) 中体連陸上競技大会壮行会 22 (土) 中体連大会

尿検査（2次） 26 (水) 避難訓練
7 (金) 中体連陸上競技大会 27 (木) 1学期末テスト①

11 (火) 山部中との交流学習 28 (金) 1学期末テスト②


